
Ⅲ 坂出市教委，公立学校，香川大学，附属学園の４者による研修会 

 令和元年11月24日，坂出市教育委員会，坂出市立公立小中学校，香川大学，附属坂出学園の４者合同のシン 
ポジムが，それぞれの関係者約40名が集まり盛大に開かれた。 
 会は①「附属型コミュニティスクールの構想と進行状況」②「坂出市立府中小学校のコミュニティ・スクールの取組」 
の２つの発表から，テーマに迫るべく方法を拡散的に探っていった。 
 フロアーからは，府中小学校の進学校である白峰中学校長を始め，坂出市内の公立校管理職，坂出市教育委員， 
坂出市在住の元教員，附属学園PTA会長ら様々な立場からのアイディアをいただいた。 
 シンポジストの感想の後，最後に坂出市教育委員会主任指導主事様と香川大学教育学部から「附属CSの可能性」 
について助言をいただいた。   

①附属型CSの構想を発表する副校長 

シンポジウム 「附属は地域に何ができるか」 
～附属型コミュニティスクールの可能性を坂出市立公立学校のコミュニティ・スクールから考える～ 

１ シンポジウムの様子 

②坂出市立府中小学校のCSを発表する教頭 

③活発なフロアーからのアイディア ④活発なフロアーからのアイディア 

⑤坂出市教育委員会からの助言 ⑥香川大学教育学部からのお礼と講評 



２ 坂出市立府中小学校コミュニティ・スクールの発表プレゼン（一部） 

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 



３ 坂出市教育委員会よりの助言プレゼン（一部） 

⑨ ⑩ 

① ② 

４ 参会者からの附属型コミュニティスクールへのアイディアとそれに基づく構想 
 
① 多様で豊富な教育人材を活かしながら，更に人材を増やしていく（附属のプラットホーム化） 
 ＜アイディア＞ 
 ・大学や企業とコラボしてイベント企画。ふれあいコンサ 
  ート，科学の祭典，未来からの留学生（坂出版）など 
 ・附属CS関係の講師が講座を開く。ししまい。○○体験 
  講座等。 
 ・定年退職した人が教育人材として活躍することが生き 
  がいになるようにする。（得意分野での生涯学習。 医 
  師，看護師，教員，カウンセラーなど様々な職種を持 
  つ附属型のメリットを活かす） 
  ・生涯スポーツサークル（現在ゴルフのみ）の他種目へ 
  の拡張。  
 ・地域の自治会から広げて，子供とかかわりのある商店 
  病院，塾などにも範囲を広げる。 
 ・幼小中特，坂高，大学生から定年退職した人たちがシ 
  ェアできる場に。   
 ・附属型CSに経営コンサルタントを入れる。インスタ，ツ 
  イッター等を活用して広報，発信を。 
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生涯学習の場の提供による貢献 
・天体ドーム開放・生涯スポーツ・音楽会・囲碁・華道・茶道 
・ふれあいハイキング・ふれあい祭り・ウエンディの会等 

＜スタッフの拡張＞ 

＜参加枠の拡張＞ 

①附属型コミュニティ（人とのつながり）を活用した 
 生涯学習のプラットホーム化の構想 



② 坂出市立公立学校のコミュニティ・スクールとコラボし，やがては坂出市全体で教育人材を共有する 
 ＜アイディア＞ 
  ・附属の教育人材（くもの巣型）と坂出市内の教育人材（地域型）がコラボしWIN-WINな人材活用ができるような 
  仕組み作り。 
  ・コミュニティスクールと地域学校協働活動本部をつくり推進員を構成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ コミュニティセンター（分室跡地に予定）の活用について 
 ＜アイディア＞ 
 ・コミュニティセンターを子育て支援センターとしても活用する。預かり体育，学習ルーム，老人ショートステイ等。 
  土日には校舎や運動場を活用する。 
 ・現在の附中キャリア学習やCAN学習を発展させて地域に開く。地域の方の作品展開催。 
 ・学園地区の自治会や各校園の合同防災の拠点として活用する。津波の際には坂出市危機管理室の司令室 
  に活用する。 
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②坂出市とのコラボによりWIN-WINなBIG教育人材組織に発展（構想） 
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③学園地区合同防災の拠点としての地域貢献（構想） 
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香川大学 四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構，危機管理先端教育研究センター  
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④ 「教員養成・研修」や「子供の学び」における 
   附属のプラットホーム化 
 ＜アイディア＞ 
 ・附属の地域を「地域内の学校の子供」「地域内の 
  学校の先生」と捉えて，大学や附属出身の教員， 
  公立熟練教員，退職教員等，総がかりで香川の 
  学力向上に貢献する（子供と若年教員の研修に 
  貢献）。 
   例えば，子供対象では算数数学オリンピック等 

 
 
 
 
 
 
５ 附属坂出学園PTA会長より 
 ・保護者の立場から子どもたちや学園を支える活動を行ってきた。これからは地域の方とともに学び、成長でき 
  る、そしてやりがいを感じられる事業に取り組んでいく。そして持続可能な形で続けていき、地域の方と子ども 
  たちや学園を支えていきたい。 

 
６ 香川大学教育学部より 
 ・まずは，坂出市教育委員会，坂出市内の小中学校の先生方，市内にお住まいの元教員の皆様と一緒に，附属 
  型コミュニティについて未来を考えられたことに深く感謝したい。附属型はソーシャルキャピタル（人とのつながり） 
  を基盤としたコミュニティスクールなので本会のような強い絆で結ばれた組織が大切になる。現在，国立大学は， 
  2040年を見越した改革が求められ，1月から文部科学省と学長との徹底対話が始まる。本日いただいたご意見 
  を参考にしながら，令和２年度から正式にスタートさせ，実践，発信を繰り返していく。 
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＜スタッフの拡張＞ 

＜受講枠の拡張＞ 

④附属型コミュニティ（人とのつながり）を活用した 
 教員養成・研修のプラットホーム化の構想 


